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フルタミド（CAS no. 13311-84-7） 

 

文献信頼性評価結果 

 

 
○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

フルタミドの内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験において、抗アンドロゲン様作

用、視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用、視床下部―下垂体―甲状腺軸への作用、ホルモン産生

への影響及び脱皮ホルモン様作用を示すことが示唆された。 

 

(１)生態影響(甲殻類) 

 Andersen ら(2001)によって、フルタミド(設定濃度不詳)に５日間ばく露したカイアシ類アカル

チア属の一種(Acartia tonsa)の卵への影響が検討されている。その結果として、EC50値 480μg/L

の濃度でノープリウス幼生からコペポダイトへの変態率の低値が認められた。 

想定される作用メカニズム：脱皮ホルモン様作用 

 

(２)生態影響(魚類) 

 Katsiadaki ら(2006)によって、フルタミド１、10、50、125、250、500μg/L(設定濃度)に６ヶ月

齢以上から３週間ばく露 (ジヒドロテストステロン５μg/L を同時ばく露 )した雌イトヨ

(Gasterosteus aculeatus)への影響が検討されている。その結果として、10μg/L以上のばく露区で

体重当りのスピギン濃度の低値が認められた。 

また、フルタミド 25、250μg/L(設定濃度)に６ヶ月齢以上から３週間ばく露(17α-メチルテス

トステロン 0.5μg/Lを同時ばく露)した雌イトヨ(G. aculeatus)への影響が検討されている。その

結果として、25μg/L以上のばく露区で体重当りのスピギン濃度の低値が認められた。 

また、フルタミド１、10、50、125、250、500μg/L(設定濃度)に６ヶ月齢以上から３週間ばく

露(ジヒドロテストステロン 5μg/L を同時ばく露)した雄イトヨ(G. aculeatus)への影響が検討さ

れている。その結果として、50μg/L以上のばく露区で体重当りのスピギン濃度の低値が認めら

れた。 

想定される作用メカニズム：抗アンドロゲン様作用 

 Chakrabartyら(2012)によって、フルタミド 33μg/L(設定濃度)に孵化後 50 日齢から 50 日間ばく

露した雌ウォーキングキャットフィッシュ(Clarias batrachus)への影響が検討されている。その

結果として、未成熟卵母細胞存在率の低値、前卵黄形成期卵母細胞存在率、血漿中エストラジ

オール濃度、卵巣中アロマターゼ比活性、卵巣アロマターゼ cyp19a1a mRNA 卵巣中相対発現

量、卵巣関連因子 FOXL2 mRNA 卵巣中相対発現量、オーファン核受容体 Ad4BP/SF-1 mRNA

卵巣中相対発現量、ステロイド産生急性調節タンパク質 StAR mRNA 卵巣中相対発現量、性腺
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刺激ホルモン放出ホルモン GnRH mRNA 脳中相対発現量、トリプトファンヒドロキシラーゼ

tph2 mRNA脳中相対発現量、脳アロマターゼ cyp19a1b mRNA 脳中相対発現量の高値が認めら

れた。 

想定される作用メカニズム：視床下部－下垂体－生殖腺軸への作用 

 Rajakumar ら(2012)によって、フルタミド 33μg/L(設定濃度)に孵化後 50 日齢から 50 日間ばく

露した雄ウォーキングキャットフィッシュ(C. batrachus)への影響が検討されている。その結果

として、精巣関連因子 dmrt1 mRNA 精巣中相対発現量、精巣関連因子 sax9a mRNA 精巣中相対

発現量、精巣関連因子 wt1 mRNA精巣中相対発現量、オーファン核受容体 nr2c1 mRNA精巣中

相対発現量、オーファン核受容体 Ad4BP/SF-1 mRNA精巣中相対発現量、ステロイド産生急性

調節タンパク質 StAR mRNA 精巣中相対発現量、ステロイド産生酵素 11β-hsd2 mRNA精巣中

相対発現量、ステロイド産生酵素 17β-hsd12 mRNA 精巣中相対発現量、ステロイド産生酵素

p450c17 mRNA精巣中相対発現量、ナマズ性腺刺激ホルモン放出ホルモン cfGnRH mRNA 脳中

相対発現量、トリプトファンヒドロキシラーゼ thh2 mRNA脳中相対発現量、精巣体指数、精

巣中生殖細胞に占める一次精原細胞存在率、精巣中生殖細胞に占める精母細胞存在率の低値、

精巣中生殖細胞に占める分化精原細胞存在率、血漿中テストステロン濃度、血漿中 11-ケトテ

ストステロン濃度の高値が認められた。 

想定される作用メカニズム：抗アンドロゲン様作用、視床下部－下垂体－生殖腺軸への作用、

視床下部－下垂体－甲状腺軸への作用 

 Garcia-Reyeroら(2009)によって、フルタミド 50、150、500μg/Lに 48 時間ばく露した成熟雌フ

ァットヘッドミノー(Pimephales promelas)への影響が検討されている。その結果として、50μg/L

以上のばく露区で血漿中エストラジオール濃度の低値が認められた。 

また、フルタミド 500μg/Lに 48時間ばく露した成熟雌ファットヘッドミノー(P. promelas)へ

の影響が検討されている。その結果として黄体形成ホルモン mRNA 卵巣中相対発現量の低値

が認められた。 

想定される作用メカニズム：視床下部－下垂体－生殖腺軸への作用 

 Jollyら(2009)によって、フルタミド５、25、50、75、100、250μg/L(設定濃度)に 21日間ばく露

(ジヒドロテストステロン５μg/Lを同時ばく露)した成熟雌イトヨ(G. aculeatus)への影響が検討

されている。その結果として、50μg/L 以上のばく露区で体重当りのスピギン濃度の低値が認

められた。 

想定される作用メカニズム：抗アンドロゲン様作用 

 Sebireら(2008)によって、フルタミド 100、500、1,000μg/L(設定濃度)に 21間ばく露した成熟雌

雄イトヨ(G. aculeatus)への影響が検討されている。その結果として、100μg/L 以上のばく露区

で、雄巣作り行動(巣を完成させた、または作成途上の)個体率、ばく露 19 日後の雄求愛行動(雌

への接近時間)、ばく露 19 日後の雄求愛行動(ジグザグ行動繰り返し回数)の低値、500μg/L以上

のばく露区で、雄巣作り行動(穴掘行動を示す)個体率、雄体重当りのスピギン濃度、ばく露 19

日後の雄求愛行動(背中突き刺し行動回数)の低値が認められた。 

想定される作用メカニズム：抗アンドロゲン様作用 

 Filbyら(2007)によって、フルタミド 320μg/L(設定濃度)に孵化後 150日齢から 21日間ばく露し

た雌雄ファットヘッドミノー(P. promelas)への影響が検討されている。その結果として、雄に

おいて、性発達及び生殖関連蛋白質 AMH mRNA精巣中相対発現量、性発達及び生殖関連蛋白

質 Vasa mRNA精巣中相対発現量、性発達及び生殖関連蛋白質 DMRT1 mRNA 精巣中相対発現

量、成長ホルモン受容体 mRNA肝臓中相対発現量、インシュリン様成長因子 IGF-1 mRNA肝
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臓中相対発現量、インシュリン様成長因子 IGF-1 受容体 mRNA 精巣中相対発現量、グルココ

ルチコイド受容体 mRNA精巣中相対発現量の低値、エストロゲン受容体 β mRNA精巣中相対

発現量、エストロゲン受容体 γ mRNA精巣中相対発現量、性ステロイド産生酵素CYP19A mRNA

精巣中相対発現量、性ステロイド産生酵素 CYP19B mRNA 精巣中相対発現量、性ステロイド

産生酵素 11β-HSD2 mRNA精巣中相対発現量の高値が認められた。雌において、生殖腺体指数、

アンドロゲン受容体 mRNA肝臓中相対発現量、エストロゲン受容体 α mRNA卵巣中相対発現

量、アンドロゲン受容体 mRNA卵巣中相対発現量、性発達及び生殖関連蛋白質 SF-1 mRNA卵

巣中相対発現量、成長ホルモン受容体mRNA肝臓中相対発現量、インシュリン様成長因子 IGF-1 

mRNA肝臓中相対発現量、インシュリン様成長因子 IGF-1受容体 mRNA 肝臓中相対発現量、

甲状腺ホルモン受容体 α mRNA肝臓中相対発現量、甲状腺ホルモン受容体 β mRNA肝臓中相

対発現量の低値、血漿中ビテロゲニン濃度、性ステロイド産生酵素 CYP19B mRNA 卵巣中相

対発現量、性ステロイド産生酵素 11β-HSD2 mRNA 卵巣中相対発現量、成長ホルモン mRNA

卵巣中相対発現量の高値が認められた。 

想定される作用メカニズム：抗アンドロゲン様作用、視床下部－下垂体－生殖腺軸への作用 

 Jensen ら(2004)によって、フルタミド 62.7±5.9、651±45.0μg/L(実測濃度)に 21 日間ばく露した

成熟雌雄ファットヘッドミノー(P. promelas)への影響が検討されている。その結果として、

651μg/L のばく露区で累積産卵数の低値、雌雄の血漿中ビテロゲニン濃度、雌の血漿中テスト

ステロン濃度の高値が認められた。 

想定される作用メカニズム：抗アンドロゲン様作用、視床下部－下垂体－生殖腺軸への作用 

 Panter ら(2004)によって、フルタミド 95.3±1.6、320.4±7.7、938.6±31.3μg/L に 14 日間ばく露し

た成熟雌雄ファットヘッドミノー(P. promelas)への影響が検討されている。その結果として、

95.3μg/L 以上のばく露区で雌の血漿中ビテロゲニン濃度の高値、938.6μg/L のばく露区で雄の

第二次性徴乳頭状小突起数の低値が認められた。 

想定される作用メカニズム：抗アンドロゲン様作用、視床下部－下垂体－生殖腺軸への作用 

 

(３)生態影響(両生類) 

 Massari ら(2010)によって、フルタミド 2.76μg/Lに４週間ばく露した成熟雌雄アフリカツメガ

エル(Xenopus laevis)への影響が検討されている。その結果として、雌雄の脳下垂体中アロマタ

ーゼ mRNA相対発現量の高値が認められた。 

想定される作用メカニズム：ホルモン産生への影響 

 Cevasco ら(2008)によって、フルタミド 2.76μg/L に４週間ばく露した成熟雌雄アフリカツメガ

エル(X. laevis)への影響が検討されている。その結果として、雄の精細管直径の低値、雄の精原

細胞巣数の高値、雌の閉鎖卵胞存在率の高値が認められた。 

想定される作用メカニズム：抗アンドロゲン様作用 

 van Wyk ら(2003)によって、フルタミド 100mg/kg/week を４週間腹腔内投与した成熟雄アフリ

カツメガエル(X. laevis)への影響が検討されている。その結果として、繁殖腺(母指隆起)上皮厚

の低値、繁殖腺(母指隆起)面積の低値、血漿中テストステロン濃度の高値が認められた。 

想定される作用メカニズム：抗アンドロゲン様作用 

 

(４)生殖影響 

 Omezzine ら(2003)によって、フルタミド 0.4、２、10mg/kg/day を妊娠６日目から出産前日(妊

娠 21又は 22 日目)まで経口投与した SDラットが出産した 90日齢雄仔動物への影響が検討さ
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れている。その結果として、0.4mg/kg/day以上のばく露群で精細管中アポトーシス精子細胞数、

精巣中カスパーゼ３mRNA 相対発現量、精巣中プロカスパーゼ３相対発現量、精巣中カスパ

ーゼ３相対発現量、精巣中カスパーゼ６mRNA 相対発現量、精巣中プロカスパーゼ６相対発

現量、精巣中カスパーゼ６相対発現量の高値が認められた。 

また、フルタミド 10mg/kg/dayを３日間経口投与した成熟雄 SDラットへの影響が検討され

ている。その結果として、精細管中アポトーシス生殖細胞数の高値が認められた。 

想定される作用メカニズム：抗アンドロゲン様作用 

 Svensson(2012)によって、フルタミド 50mg/kg/dayを７日間皮下投与した雄 Wistarラット(８～

９週齢に空 silastic capsule埋設処置を実施し３週間後から投与開始)への影響が検討されている。

その結果として、電気ショック回避行動試験(modified Vogel’s conflict model)におけるショック

許容回数の高値が認められた。 

また、フルタミド 50mg/kg/dayを７日間皮下投与した雄 Wistarラット(８～9週齢にジヒドロ

テストステロン含有 silastic capsule埋設処置を実施し３週間後から投与開始)への影響が検討さ

れている。その結果として、電気ショック回避行動試験(modified Vogel’s conflict model)におけ

るショック許容回数の高値が認められた。 

また、フルタミド 50mg/kg/dayを８日間皮下投与した雄Wistarラット(８～９週齢に空 silastic 

capsule埋設処置を実施し３週間後から投与開始)への影響が検討されている。その結果として、

前立腺絶対重量の低値が認められた。 

想定される作用メカニズム：抗アンドロゲン様作用 
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